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2広報きほく2021年4月号

　町内で主に水揚げされるサバ類には東日本寄りに分布するマサバ、西日本
寄りに分布するゴマサバの２種があり、巻き網漁や定置網漁で水揚げされま
す。
　両種は一般に腹側のゴマ模様や側面の中央の斑紋で見分けられますが、模
様の個体差や鮮度による模様の変化もあり、見分けがつきにくいこともあり
ます。マサバは秋から冬にかけて、ゴマサバは夏に旬を迎えます。いずれも
干物や塩焼きのほか煮付けや締めさば、竜田揚げ、じふ、ムニエルなどで食
べられます。
　近年、生け締めや神経締めなど、鮮度管理の取り組みが広く行われており、
両種とも、生食可能なブランド物も数多く生まれています。
　寿司や燻製、浜焼き、へしこ、焼きさばそうめんなど、日本各地で愛され
るサバですが、皆さんはどんな食べ方がお好みですか？

目次 / 今月の表紙 / 水産コラム 

季・楽・食・祭

コロナ関連のおしらせ

令和 3年度施政方針

農業委員・農地利用最適化推進委員の募
集について

税務課からのおしらせ

空き家バンク制度・美化ボランティア支
援のおしらせ

成人式開催のご案内 / 地域おこし協力隊
活動報告

Kihoku Playback

くらしの情報

けんこうの広場

図書室だより

戸籍の窓

にじいろスマイル

02

03

04

05

17

18

19

20

21

24

26

28

29

30

広報きほく 4 月号

C O N T E N T S

水産コラム 　 F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

サ   バ
110vol.vol.

海野小学校で最後の卒業式が行われました。卒業生

は晴天の下、在校生に見送られ笑顔で旅立っていき

ました。

最後の卒業式
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夏の騒がしさからは信じられない程静かな銚子川に少しずつ春の息吹きが訪れます。

夏の銚子川で見かける生き物のほとんどは海

や地中で冬を越し、桜が咲く季節にまた銚子

川に戻ってきます。

下流では海水と淡水の境目を稚魚が行き来し

徐々に遡上の準備を始め、上流で

は冬の眠りから目覚めたナガレヒ

キガエルが集まり、産卵のための

パートナーを見つけていました。

銚子川～春～

見頃食べ頃

始神さくら広場、種まき権兵
衛の里、近くの公園、あなた
のお気に入りの桜スポットは
どこですか？

始神さくら広場、種まき権兵
衛の里、近くの公園、あなた
のお気に入りの桜スポットは
どこですか？

桜桜

町内ではモイカ（藻イカ）とも呼ばれ、産
卵のために接岸した大型の個体が水揚
げされます。

アオリイカアオリイカ

みずみずしく爽やかな酸味が特徴の甘夏
が食べ頃です。

⽢夏⽢夏

・
⾷
・
祭

季
・
楽

そじょう



新型コロナウイルス関連情報

4広報きほく2021年4月号

新型コロナウイルス
にご注意ください。!

尾鷲保健所　　　　　　　　　℡ （23）3456　　　 【 9：00 ～ 21：00 の相談窓口】　
三重県救急医療情報センター　℡ 059（229）1199【 21：00 ～ 9：00 の相談窓口】

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

手洗いについてのお願い

水とハンドソープでウイルスは減らせます！ 30 秒は手を丁寧に洗うようにしましょう。

こまめに、ていねいに、ハンドソープで洗いましょう。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

　国が示すワクチン供給スケジュールによると、供給量が限定的となるため、優先的に接種対象となる方
から順に案内を郵送します。まずは 4月中に65歳以上の方（昭和32年 3 月31日以前に生まれた方）に接
種券を郵送する予定です。
　接種を希望される方は、申し込み方法や注意事項などをご確認いただき申し込みをお願いします。

●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　℡0120-761770　受付時間 9：00 ～ 21：00（土・日曜日、祝日も対応）

●みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン
　℡059-224-2825　受付時間 9：00 ～ 21：00（土・日曜日、祝日も対応）

●紀北町新型コロナワクチン相談窓口
　℡49-0800　受付時間 8：30 ～ 17：00（土・日曜日、祝日を除く）

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について

 「新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について」の問い合わせ窓口



令和 3年度施政方針
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令和 3年度施政方針令和 3年度施政方針令和３年度施政方針

は
じ
め
に　

　

私
は
紀
北
町
長
に
就
任
以
来
、
「
す
べ

て
は
住
民
目
線
で
、
す
べ
て
は
住
民
と
と

も
に
」
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
町
民
の
皆

さ
ま
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
町
政
経
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
町
長
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
、
現
場
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
時
代

の
変
化
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
要
請
に
対
応

で
き
る
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
紀
北
町
第

２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
で
あ
る

「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町　

〜
豊
か
な

自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
〜
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
月
に
日
本
国
内
で
初
め

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
国
内
全
域
に
感

染
が
拡
大
し
、
４
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
全
国
を
対
象
に
発
出
さ
れ
、

休
業
要
請
や
外
出
自
粛
な
ど
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
的
に
一
時
的
な
感
染
者

の
減
少
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
1 1
月
以
降

感
染
者
が
急
増
し
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
き
、
本
年
１
月
に
は
、
東
京
な
ど
1 1

都
府
県
に
２
月
７
日
ま
で
を
期
間
と
す
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
再
度
発
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
、
1 1
都
府
県
の
う
ち

栃
木
県
を
除
く
1 0
都
府
県
へ
の
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
３
月
７
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　

三
重
県
に
お
い
て
も
感
染
者
が
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
県
独
自
の
２
月
７
日
ま
で

の
「
緊
急
警
戒
宣
言
」
が
１
月
1 4
日
に
発

出
さ
れ
、
こ
の
宣
言
も
、
３
月
７
日
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
首
都
圏
の
１
都
３
県
を
除
く
２

府
４
県
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
感
染
者

数
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
２
月
末
を
も
っ

て
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
解
除
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
医
師
、
看
護
師
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
に
携
わ
る
皆
さ
ま
が
、

日
夜
献
身
的
に
医
療
活
動
に
力
を
尽
く
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
全
て
の
皆
さ
ま
方
に
も
、
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
日
本
を
含
む
全
世
界
中
で
厳
し

い
状
況
が
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

お
よ
び
経
済
活
動
な
ど
に
極
め
て
深
刻
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
感
染
防
止
対
策
、
経

済
対
策
な
ど
を
効
果
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
対
策
の
決
め
手
と
な
る
で

あ
ろ
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
、
県
と
連
携
し
て
万
全
な
体
制
を
確
保

し
接
種
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感
染
防
止
に

よ
り
外
出
を
控
え
る
こ
と
か
ら
健
康
へ
の

影
響
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
「
健
康
は
笑
顔
を
つ
く
り
、
幸
福
の
基
礎

と
な
る
」
の
も
と
、
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋

10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
「
き
ほ
く
活
活
体
操
」

な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
生
涯
現
役

で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
町
長
就
任
３
期
目
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

町
長
就
任
以
来
、
合
併
特
例
事
業
債
な

ど
交
付
税
算
入
率
の
高
い
地
方
債
を
活
用

し
、
相
賀
小
学
校
・
紀
北
中
学
校
の
改
築
、

庁
舎
移
転
、
始
神
テ
ラ
ス
、
紀
北
健
康
セ

ン
タ
ー
、
長
島
多
目
的
会
館
、
紀
伊
長
島

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
紀
伊
長
島
・

海
山
消
防
署
の
移
転
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
、
三
浦
・
矢
口
漁
港

の
海
岸
保
全
施
設
整
備
な
ど
の
ほ
か
、
お

で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
「
え
が
お
」
の
運

行
、
紀
北
町
防
災
ナ
ビ
の
導
入
、
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
国
が
推
奨
し
て

い
る
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
の
無
料
化
、

子
ど
も
医
療
費
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
お

よ
び
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
窓
口
負
担

無
料
化
、
第
３
子
以
降
の
保
育
所
・
幼
稚

園
の
保
育
料
や
給
食
費
の
無
料
化
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
内
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
常
に
「
思
い
や
り
の
心
」
を

持
ち
、
行
政
の
か
じ
取
り
役
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
、
新
し
い

令
和
の
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を
重
ね
、

先
進
的
に
取
り
組
む
努
力
を
怠
る
こ
と
な

く
、
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
町
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ス

・
テ
ン
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町
を
取
り
巻
く
情
勢

◆
災
害
状
況

　

昨
年
は
12
年
ぶ
り
に
台
風
の
上
陸

が
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
の

記
録
が
残
る
１
９
５
１
年
（
昭
和
26

年
）
以
降
、
上
陸
が
な
か
っ
た
年
は

昨
年
を
含
め
て
５
年
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
印
象
に
残

っ
て
い
る
台
風
は
、
９
月
に
小
笠
原

近
海
で
発
生
し
た
台
風
第
10
号
で
あ

り
ま
す
。
上
陸
は
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
発
達
し
な
が
ら
非
常
に
強
い
勢

力
で
九
州
に
接
近
し
、
進
路
に
あ
た

る
地
域
で
海
面
水
温
が
記
録
的
に
高

く
、
上
空
の
風
な
ど
発
達
の
条
件
が

そ
ろ
い
、
接
近
時
の
勢
力
は
過
去
最

強
ク
ラ
ス
で
、
最
低
気
圧
が
９
１
０

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
最
大
瞬
間
風
速

は
長
崎
県
で
59
・
４
メ
ー
ト
ル
が
観

測
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
最
近
の
台
風
は
、
大

型
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り

た
い
へ
ん
心
配
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
に
つ
き

ま
し
て
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
長
期
に
わ
た
り
梅
雨

前
線
が
本
州
付
近
に
停
滞
し
、
熊
本

県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど

日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
九
州
で
は
多
数
の
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
猛
烈
な
雨
が
長
時

間
降
り
続
き
、
人
的
・
物
的
被
害
が

各
地
で
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
本
町
で
は
、
台
風
の
接

近
や
豪
雨
の
影
響
に
よ
る
大
き
な
自

然
災
害
は
な
く
、
安あ

ん
ど堵

し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、「
東
日
本
大
震
災
」、「
紀

伊
半
島
大
水
害
」
の
発
生
か
ら
丸
10

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
、
最
大
震
度
７
の
巨
大
地
震

と
大
津
波
に
よ
る
未
曽
有
の
災
害
と

な
り
、
建
物
の
全
壊
・
半
壊
が
約

40
万
５
千
戸
、
全
国
で
約
１
万
６
千

人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
約

２
，
５
０
０
人
の
方
の
行
方
が
わ
か

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
先
月
の
13
日
に
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、
最
大
震
度
６
強

の
余
震
が
発
生
し
、
幸
い
に
も
震
源

が
深
く
津
波
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
約
１
５
０
人
の
方
が
負
傷
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の

余
震
に
よ
り
負
傷
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
で
も
町
内
ま
で
津
波
が
押
し

寄
せ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
緊
迫
し
た

状
況
が
続
い
た
事
、
ま
た
、
被
災
地

を
訪
れ
被
災
の
状
況
を
直
接
視
察
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
目
に
し
た
事
が
、

い
ま
だ
鮮
明
に
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

　

紀
北
町
は
、
地
理
的
、
気
象
的
に

自
然
災
害
に
対
し
て
極
め
て
厳
し
い

条
件
下
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
も

大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
」
に
お
い
て
も
、
甚
大
な
災

害
を
被
る
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
、
見
た

こ
と
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
十
分
生
か

し
、
地
震
・
津
波
・
台
風
・
豪
雨
な

ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
さ
ら
に
強
化
し
、
日
頃
の

訓
練
や
準
備
を
怠
る
こ
と
な
く
、
常

に
災
害
を
意
識
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
力
を
合
わ
せ
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
国
民
体
育
大

会
な
ど

　

さ
て
、
今
年
度
は
１
年
延
期
と
な

っ
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
東
京
を
中

心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
７
月
23
日
か
ら
８
月
８
日
ま

で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
８
月
24
日

か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
開
催
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
全
体
で
力
を
合
わ

せ
、
最
高
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、第
76
回
国
民
体
育
大
会「
三

重
と
こ
わ
か
国
体
」、
第
21
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
三
重
と
こ

わ
か
大
会
」
が
、
今
年
の
９
月
、
10

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
三
重
と
こ
わ
か
国

体
」
の
正
式
競
技
で
あ
る
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
少
年
女
子
、
公
開
競
技
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
、「
三
重
と
こ

わ
か
大
会
」
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
総
参
加
に
よ
り
、
お
も
て
な

し
の
心
を
持
っ
て
全
国
か
ら
訪
れ
る

方
々
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
深
い
感

動
と
大
き
な
満
足
感
を
共
有
で
き
る

大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ

わ
か
大
会
紀
北
町
実
行
委
員
会
」
を

中
心
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
の
お
力
を

得
な
が
ら
大
会
運
営
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

防災訓練



令和 3年度施政方針

　

な
お
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
も
５
月

を
中
心
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は

応
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
大
会
を
機
に
ス
ポ
ー
ツ

を
普
及
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
人
と
人
と
の
交
流
や
絆
づ
く
り

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
経
済
情
勢
な
ど

　

令
和
２
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
感
染
拡
大
の
防
止
策
を
講
じ
つ

つ
、
社
会
経
済
活
動
の
レ
ベ
ル
を
引

き
上
げ
て
い
く
中
で
、
各
種
政
策
の

効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ

て
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
内
外
の
経
済
動
向
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
な
ど
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
事

情
に
対
し
て
万
全
の
対
応
を
行
う
。

経
済
財
政
運
営
に
万
全
を
期
す
る
と

と
も
に
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生

の
道
筋
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。」

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指
す

と
と
も
に
、
新
し
い
社
会
を
支
え
る

『
人
』・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資

を
強
化
す
る
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
経
済
と
環
境
の
好
循

環
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
取
り

組
む
。

　

活
力
あ
る
地
方
を
創
る
べ
く
、
中

小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
や
最
低
賃

金
の
全
国
的
な
引
き
上
げ
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
観
光
や
農
林
水
産
業

の
振
興
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

な
ど
に
よ
り
、
地
方
の
所
得
を
増
や

し
、
地
方
を
活
性
化
す
る
。
都
会
か

ら
地
方
へ
、
ま
た
企
業
間
で
、
さ
ら

に
は
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
な

ど
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

海
外
の
成
長
を
取
り
込
ん
で
い
く
。」

と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、１
月
19
日
に
開
会
さ
れ
た
、

第
２
０
４
回
国
会
に
お
け
る
、
菅
義

偉
内
閣
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
演
説

で
は
、
一
貫
し
て
追
い
求
め
て
き
た

も
の
は
、国
民
の
皆
さ
ま
の
「
安
心
」

そ
し
て
「
希
望
」
で
あ
る
と
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」、「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
災
害
対

策
」、「
わ
が
国
の
長
年
の
課
題
に
答

え
を
」、「
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
少
子
化
対
策
と
社
会
保
障

の
将
来
」、「
外
交
・
安
全
保
障
」
の

項
目
ご
と
に
政
策
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
と

し
て
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
り
抜

く
、
暮
ら
し
と
雇
用
を
守
る
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
災

害
対
策
」
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安

心
。

「
わ
が
国
の
長
年
の
課
題
に
答
え
を
」

と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
、

デ
ジ
タ
ル
改
革
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

国
際
金
融
拠
点
。

「
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」

と
し
て
、
農
業
を
成
長
産
業
に
、
観

光
立
国
、
規
制
改
革
を
通
じ
た
一
極

集
中
の
是
正
。

「
少
子
化
対
策
と
社
会
保
障
の
将
来
」

と
し
て
、
子
育
て
支
援
、
社
会
保
障

改
革
。

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
地
方
の
小
さ

な
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
た
い

へ
ん
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
方
針
や
施
策
を

十
分
に
踏
ま
え
、
町
を
取
り
巻
く
経

済
情
勢
な
ど
の
変
化
を
的
確
か
つ
柔

軟
に
把
握
し
た
中
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ

と
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
関
連
支
援

策
な
ど
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
対
策
、
町
民

の
健
康
増
進
、
産
業
の
振
興
、
子
育

て
・
教
育
の
充
実
、
社
会
基
盤
の
整

備
な
ど
を
よ
り
効
果
的
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
令
和
３
年
度
の
位
置
付
け

　

平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
紀

北
町
第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
」
は
、
令
和
３
年
度
が
最
終
年
と

な
り
ま
す
。

　

前
期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
掲
げ
た
「
安
全
・
安
心
」

の
ま
ち
、「
健
康
増
進
・
生
涯
現
役
」

の
ま
ち
、「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
」
の
ま

ち
、「
子
育
て
・
教
育
」
の
ま
ち
、
の

四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
総
合
計

画
評
価
・
検
証
委
員
会
」
の
委
員
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
を
十
分
生
か

し
な
が
ら
、
全
力
で
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

常
に
「
気
付
き
と
改
善
」
の
気
持

ち
を
持
ち
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

耳
を
傾
け
、
時
代
の
潮
流
に
対
応
し

て
「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
」
の

将
来
像
「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
」

を
目
指
し
、
積
極
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
に
は
、
令
和

８
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
「
紀
北

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
計
画
策

定
の
過
程
に
お
い
て
も
積
極
的
に
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
の
考

え
方
と
予
算
規
模

◆
国
の
予
算

　

国
は
、
令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
を
図
り
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
し
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、中
・

長
期
的
な
成
長
力
強
化
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と
し

て
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
と
も
に
、
成
長
力
強
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化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
・
グ
リ

ー
ン
社
会
の
実
現
や
生
産
性
の
向
上

と
継
続
的
な
賃
金
底
上
げ
に
よ
る
好

循
環
の
実
現
、
安
全
・
安
心
に
向
け

た
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

各
地
の
災
害
か
ら
の
復
興
や
防
災
対

策
の
強
化
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

な
ど
、
重
要
な
政
策
課
題
へ
の
対
応

に
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
、
財
政

の
健
全
化
へ
の
着
実
な
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
の
国
の
一

般
会
計
歳
入
歳
出
概
算
の
規
模
は
、

１
０
６
兆
６
，
０
９
７
億
円
で
、
前

年
度
当
初
比
３
兆
９
，
５
１
７
億

円
、
３
・
８
％
の
増
と
９
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
、
３
年
連
続
で

１
０
０
兆
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
か
ら
減
収
を
見
込
み
、歳
出
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」、

「
社
会
保
障
関
係
費
」、「
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
」、「
防
災
・
減
災
対
策
の

充
実
」
な
ど
に
重
点
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
地
方
財
政
対
策
予
算

　

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
般
財
源
総
額
は
、

63
兆
１
，
４
３
２
億
円
で
、
地
方

税
収
は
38
兆
８
０
２
億
円
を
見
込

み
、
不
足
分
を
補
う
地
方
交
付
税
の

総
額
は
、
自
治
体
へ
の
配
分
額
で
、

17
兆
４
，
３
８
５
億
円
、
前
年
度
当

初
比
５
・
１
％
、
８
，
５
０
３
億
円

の
増
と
な
り
、
財
源
不
足
を
補ほ

て
ん填

す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
発

行
額
は
、
74
・
５
％
増
の
５
兆
４
，

７
９
６
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
防
災
・
減
災
」
予
算
に
つ
い
て

は
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭

化

緊
急
対
策
事
業
債
」、「
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
債
」
お
よ
び
「
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
の
事
業
期

間
５
年
延
長
と
対
象
事
業
な
ど
の
拡

充
、「
緊
急
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

推
進
事
業
債
」
の

拡
充
な
ど
、
総
額
１
兆
１
０
０
億
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
地
域
が
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
集
中
的

に
推
進
す
る
た
め
の
「
地
域
デ
ジ
タ

ル
社
会
推
進
費
（
仮
称
）」
２
千
億

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
地
方
創
生
」
に
つ

い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」
１
兆
円
が
引
き
続
き

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
紀
北
町
の
予
算
の
概
要

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
編
成
い

た
し
ま
し
た
本
町
の
令
和
３
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
額
98
億
５
，
３
８
２
万
３
千

円
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
て
７
・
８
％
、
８
億
３
，

７
３
８
万
７
千
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
１
０
０
億
円
に
迫
る
大
型
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
交
付
税
が
37
億
８
，

６
０
０
万
円
で
全
体
の
38
・
４
％

を
占
め
、
次
い
で
繰
入
金
13
億
６
，

７
７
４
万
３
千
円
、
町
税
12
億
３
，

８
７
９
万
３
千
円
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
費
が
26
億
９
，

９
０
０
万
円
で
全
体
の
27
・
４

％
を
占
め
、
次
い
で
総
務
費
が

14
億
８
６
９
万
３
千
円
、
公
債
費

13
億
８
，
９
９
０
万
９
千
円
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
重
要
な
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
接
種
委
託
費
な
ど
を

予
算
化
し
、
国
の
動
向
に
い
ち
早
く

対
応
し
て
、
迅
速
・
確
実
に
町
民
の

皆
さ
ま
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す

る
よ
う
、
昨
年
12
月
よ
り
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

大
型
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継

続
事
業
で
あ
り
ま
す
矢
口
漁
港
海
岸

保
全
施
設
整
備
事
業
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁

・
ト
ン

ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
事
業
を
、
新
規

事
業
と
し
て
、
汐
ノ
津
呂
排
水
機
場

の
整
備
に
着
手
す
る
た
め
の
概
略
設

計
費
、
上
里
集
会
所
改
築
実
施
設
計

費
、
宮
前
川
の
河
川
改
修
費
、
海
山

総
合
支
所
の
漏
水
や
避
難
所
対
策
な

ど
の
改
修
費
な
ど
を
予
算
化
し
て
い

る
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
お
出

か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
「
え
が
お
」
に

つ
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

反
映
し
、
運
転
手
の
増
員
や
車
の
増

車
な
ど
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

運
行
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進

を
図
る
た
め
の
経
費
や
、
町
の
基
本

方
針
を
定
め
る
第
２
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
な
ど
を
予
算
化
し
て
お

り
ま
す
。

　

三
重
と
こ
わ
か
国
体
、
三
重
と
こ

わ
か
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女

子
な
ど
の
開
催
費
や
、
町
道
整
備
な

ど
生
活
に
密
着
し
た
必
要
不
可
欠
な

事
業
に
加
え
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
事
業
、
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
確
保
事
業
、
農
林
水
産

業
な
ど
地
場
産
業
の
活
性
化
事
業
な

ど
、
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
必

要
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、国
・

県
の
補
助
金
、
交
付
金
を
は
じ
め
合

併
特
例
事
業
債
、
過
疎
対
策
事
業
債

な
ど
有
利
な
起
債
の
活
用
を
図
る
な

ど
、財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
が
19
億
７
，

３
７
８
万
円
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
が
１
億
７
，

９
１
１
万
５
千
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
が
５
億
９
，

９
０
６
万
８
千
円
、
水
道
事
業

会
計
で
は
、
支
出
ベ
ー
ス
で

７
億
９
６
３
万
７
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
会
計
を
含
め
た
全
会

計
の
予
算
額
は
、
１
３
３
億
１
，

５
４
２
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。令

和
３
年
度
の
主
要
施
策

　

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
の
主
な

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
紀
北
町
第

２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
五
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令和 3年度施政方針

つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適

な
ま
ち

　

ま
ず
は
、基
本
目
標
一
つ
目
の「
ず

っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適
な
ま
ち
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
30
年

以
内
の
発
生
確
率
は
70
％
〜
80
％
で

あ
り
、
地
震
に
よ
り
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
津
波
が
到
達
す
る
確
率
が
26
％

以
上
と
高
い
確
率
で
到
達
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災
・

減
災
対
策
は
ま
す
ま
す
重
要
な
施
策

と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
重
点
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
10
年

目
に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
自

助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
の
も
と
、

自
主
防
災
会
か
ら
の
緊
急
要
望
を
中

心
に
、
で
き
る
も
の
か
ら
積
極
的
に

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
自
主
防
災
会
や
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
適
宜
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
津
波
避
難
路
や
避
難
誘

導
灯
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
共
助
の
要
と
な
る
自
主
防

災
会
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
自
主
防
災
会
活
動
支
援
補
助

金
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団

の
装
備
充
実
な
ど
を
進
め
、
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
町
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
三
重
大
学
の
川
口
淳
准
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

地
域
防
災
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

自
主
防
災
会
な
ど
と
連
携
の
う
え
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
避
難
行
動
や

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災

講
演
会
、
研
修
会
な
ど
の
開
催
、
児

童
・
生
徒
へ
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
通
じ
た
防
災
教
育
を
推
進

し
、
防
災
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
食
料
な
ど
の
備

蓄
品
の
購
入
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
感
染
拡

大
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
の
対
策
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や

火
災
、
救
急
業
務
へ
の
対
策
で
あ
り

ま
す
が
、
三
重
紀
北
消
防
組
合
や
消

防
団
と
の
連
携
強
化
や
、
被
害
軽
減

の
た
め
の
早
期
避
難
対
策
、
避
難
所

に
お
け
る
安
全
対
策
強
化
、
紀
北
町

防
災
ナ
ビ
や
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
活
用
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
の

充
実
、
主
要
河
川
へ
の
監
視
カ
メ
ラ

の
活
用
、
暴
風
や
家
屋
浸
水
対
策
、

雨
水
排
水
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

で
は
、
令
和
２
年
度
末
を
も
っ
て
三

浦
漁
港
海
岸
が
完
成
し
ま
す
。
矢
口

漁
港
海
岸
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の
活
用

に
加
え
、
町
単
独
事
業
を
実
施
し
、

事
業
の
早
期
完
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い

て
は
、
原
池
地
区
の
県
営
た
め
池
等

整
備
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と

と
も
に
、新
た
に「
大
原
・
鯛
ノ
又
池
、

馬
瀬
・
宮
谷
池
」
に
お
い
て
、
耐
震

調
査
な
ど
を
行
い
、
防
災
・
減
災
対

策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
山
地
災
害
対
策
で
は
、
県

と
連
携
し
治
山
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
と
と
も
に
、
鍛
治
屋
又
官
行

造
林
地
の
深
層
崩
壊
地
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
土
砂
や
流
木
の
流
出

対
策
の
検
討
を
、
国
、
県
、
町
の
３

者
協
議
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
人
家
な
ど
へ
の
倒
木
に
よ

る
被
害
を
予
防
す
る
た
め
、
人
家
裏

危
険
木
伐
採
事
業
へ
の
補
助
や
流
木

に
よ
る
河
川
下
流
域
、
海
域
へ
の
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
河
川
周
辺

立
枯
木
整
備
事
業
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
の
水
害
や
土
砂
災
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
関
係
機
関
と
連
携

の
も
と
、
河
川
改
修
や
河
口
閉へ

い
そ
く塞
防

止
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
な
ど
、

治
山
・
治
水
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

土
石
流
対
策
で
は
、
県
砂
防
事
業

と
し
て
「
島
原
・
猪
ノ
谷
」、「
島
勝

浦
・
谷
地
東
谷
」
お
よ
び
「
馬
瀬
・

猿
谷
」
の
砂
防
工
事
が
引
き
続
き
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
砂
防
堤
防
の
埋ま

い
そ
く塞

土
砂
撤

去
が
、
大
野
内
お
よ
び
三
戸
地
区
で

引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
で
は
、
県
事

業
と
し
て
「
出
垣
内
地
区
」
お
よ
び

「
西
町
地
区
」
に
お
け
る
の
り
面
対

策
工
事
が
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

治
水
対
策
で
は
、
県
河
川
事
業
と

し
て
「
銚
子
川
」、「
赤
羽
川
」
の
堆

積
土
砂
の
撤
去
と
「
赤
羽
川
・
出
垣

内
地
区
」
お
よ
び
「
船
津
川
・
船
津

地
区
」
の
堤
防
補
強
工
事
が
引
き
続

き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
河
川
事
業
と
し
て
、
大

船
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
と
宮
前
川
の

河
川
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
で
は
、
県
事
業

と
し
て
「
江
ノ
浦
大
橋
」
耐
震
補
強

工
事
お
よ
び
「
中
ノ
島
地
区
」
高
潮

対
策
工
事
が
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
船
津
川
・
銚
子
川
」
の

河
口
閉へ

い
そ
く塞
対
策
と
し
て
河
口
堆
積
土

砂
撤
去
が
、「
高
浜
海
岸
」
の
浸
食

対
策
と
し
て
河
口
と
銚
子
川
の
撤
去

土
砂
を
活
用
し
た
養
浜
工
事
が
引
き

続
き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
で
は
、
円
滑
な
土

地
取
引
や
災
害
時
の
早
期
復
旧
な
ど

に
寄
与
す
る
た
め
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
き
、「
相
賀
地
区
」
お
よ
び
「
鯨

地
区
」
内
の
土
地
の
筆
界
、
面
積
、
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地
目
の
確
定
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

道
路
・
交
通
網
に
お
い
て
は
、
産

業
活
動
や
日
常
生
活
を
支
え
る
と
と

も
に
、
人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
重

要
な
基
盤
で
、
本
町
の
道
路
網
は
、

紀
勢
自
動
車
道
、
国
道
42
号
、
国
道

２
６
０
号
、
国
道
４
２
２
号
の
基
盤

道
路
の
ほ
か
、
県
道
10
路
線
、
町
道

１
，
０
１
３
路
線
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能

を
も
ち
、
産
業
活
動
や
住
民
生
活
を

支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
住
民
生
活
の
利
便
性
・
安
全
性

の
向
上
な
ど
、
幹
線
道
路
の
整
備
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
道
路
事
業
で
は
、「
国
道

４
２
２
号
・
志
子
・
下
地
地
区
」、「
国

道
４
２
２
号
・
大
原
地
区
」
お
よ
び

「
矢
口
浦
上
里
線
・
矢
口
地
区
」
の

道
路
改
良
事
業
と
「
須
賀
利
港
相
賀

停
車
場
線
・
相
賀
橋
」
の
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
事
業

が
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
賀
橋
は
仮
橋
工
事
の
着

手
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
島
港
線
・
長
島
地
区
」

の
道
路
改
良
事
業
へ
の
着
手
に
向
け

た
ル
ー
ト
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
の
道
路
事
業
で
は
、「
相
賀
桧

町
５
号
線
」
他
８
路
線
の
道
路
改
良

工
事
お
よ
び
「
海
野
10
号
線
」
他
５

路
線
の
道
路
舗
装
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁

長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補

助
金
を
活
用
し
た「
汐
見
中
橋
」、「
前

垣
内
中
州
２
号
橋
」
お
よ
び
「
銚
子

川
橋
」
の
耐
震
修
繕
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
補
助
金
を
活
用
し
た
「
白
浦
ト

ン
ネ
ル
」
の
修
繕
工
事
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
公
園
事
業
で
は
、「
熊
野
灘

臨
海
公
園
」
の
都
市
公
園
整
備
事
業

の
着
手
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
管
理
事
業
で
は
、
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
た
「
あ
け
ぼ
の
団
地
Ｂ
・
Ｃ
棟
」

の
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
住
宅
３
戸
の
取
り

壊
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
な
ど
に
つ
い
て
、
適
正
に
管

理
さ
れ
る
よ
う
指
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
、
紀
北
町
空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
施
設
の
き
め
細

や
か
な
維
持
管
理
に
よ
り
長
寿
命
化

を
図
り
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
設
備

の
更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
配
水

管
な
ど
の
更
新
と
耐
震
化
工
事
を
推

進
す
る
な
ど
、
管
路
網
の
整
備
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
良
好
な
水
源
の
保
持
・

確
保
の
た
め
、
水
質
検
査
を
引
き
続

き
実
施
し
、
安
全
・
安
心
そ
し
て
安

定
的
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
水
道
事

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
衛
生
対
策
で
は
、
循
環
型
社

会
の
形
成
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

を
尊
び
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
生

活
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
包
括
的

に
環
境
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
現

ご
み
固
形
燃
料
化
施
設
に
お
い
て
資

源
循
環
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
ご
み
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク

ル
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
検
証

し
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る

安
定
的
な
ご
み
処
理
能
力
を
確
保
す

る
た
め
、
循
環
型
社
会
形
成
に
寄
与

で
き
る
将
来
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

東
紀
州
５
市
町
に
よ
る
広
域
で
の
ご

み
処
理
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
第
３

次
紀
北
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
町
の
業
務
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
図

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
保
全
で
は
、
浄
化
槽

設
置
に
対
す
る
助
成
を
継
続
し
、
設

備
改
修
で
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ
た

し
尿
処
理
場
に
よ
る
汚
水
処
理
と
と

も
に
、
町
全
域
の
水
質
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
ほ
か
、「
自
然
と
共
生

の
町
」
宣
言
の
具
現
化
を
目
指
し
制

定
し
た
「
紀
北
町
生
活
環
境
の
保
全

に
関
す
る
条
例
」
を
も
と
に
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
通
学
の

利
便
性
の
向
上
と
家
計
の
負
担
軽
減

や
路
線
バ
ス
の
維
持
存
続
を
図
る
た

め
、
高
校
生
バ
ス
定
期
補
助
を
引
き

続
き
行
う
な
ど
利
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
空
白
地
対
策
と

し
て
、お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス「
え

が
お
」
を
、
廃
止
代
替
え
バ
ス
や
い

こ
か
バ
ス
な
ど
の
運
行
も
踏
ま
え
、

交
通
関
係
者
と
の
連
携
や
分
析
調
査

な
ど
を
行
い
、
多
く
の
方
が
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
よ
う
発
展
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
化
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
設
立
に
向
け
大
き
く
動

き
出
し
て
お
り
、
国
が
保
有
す
る
ビ

ッ
ク
デ
ー
タ
の
活
用
や
５
Ｇ
、
人
工

知
能
や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
っ
た
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
、

生
活
や
社
会
構
造
を
望
ま
し
い
方
向

へ
と
変
換
さ
せ
て
い
く
デ
ジ
タ
ル 

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
通
信
技
術

に
詳
し
い
町
職
員
な
ど
に
よ
る
検
討

委
員
会
で
策
定
し
て
お
り
ま
す
「
地

域
情
報
化
計
画
」
な
ど
を
も
と
に
、

大
き
く
動
き
出
し
た
高
度
情
報
化
の

波
に
乗
っ
て
、
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
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化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
や
さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・

福
祉
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
二
つ
目
の
「
や

さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
の

ま
ち
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

「
や
さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・
福

祉
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

関
係
課
の
連
携
を
強
化
し
、
取
り
組

み
を
加
速
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
、
子
育
て
に
対
す
る
不

安
感
や
負
担
感
な
ど
の
問
題
が
年
々

高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
「
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
、
健
や
か
に
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、

家
庭
と
地
域
が
子
育
て
す
る
力
を
高

め
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
、
家
庭
や
地
域
の
保
育
機
能
を
支

え
る
た
め
の
多
面
的
な
子
育
て
支
援

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
働
く
親
の
多
様
化
す

る
職
場
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
引
き
続
き
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
が
い
児
を

持
つ
世
帯
の
利
用
料
減
免
を
実
施

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
保
育
所
運
営
費
、
町
単
独

に
よ
る
障
が
い
児
保
育
事
業
や
重
度

障
害
児
保
育
士
特
別
加
配
補
助
金
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
単
独
の
支
援
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
、
保
育
所
の
副
食
費
お
よ
び

幼
稚
園
の
給
食
費
、
３
人
目
以
降
の

小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
料
化
を

引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
不
安
、
精
神
的
な
負
担
感
の
軽

減
、
解
消
を
図
る
た
め
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
母

子
保
健
事
業
を
通
じ
た
相
談
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
へ
の
上
乗
せ
助
成
を

入
院
は
18
歳
、
通
院
は
15
歳
に
な
る

年
度
末
ま
で
、
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
初
年
度
に
あ
た

る
小
学
校
入
学
時
の
新
入
学
用
品
の

現
物
支
給
や
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
就
学
援
助
費
で
の
新
入
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給
を
引
き
続
き
実
施

し
、
子
育
て
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

と
も
に
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
が
か
な
う
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
き
ほ
く
フ
ァ
ミ
ラ
ボ
」
の
情

報
更
新
に
努
め
、
よ
り
有
意
義
な
サ

イ
ト
の
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で
は
、
今

年
度
か
ら
結
婚
に
よ
る
新
し
い
生
活

を
さ
ら
に
応
援
す
る
た
め
、
対
象
年

齢
と
世
帯
所
得
を
緩
和
し
、
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」、「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」、「
認
知
症
総
合
支
援
事
業
」、

「
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
」

な
ど
地
域
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
緊

急
通
報
装
置
の
設
置
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
町
独
自
の
事
業
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
高

齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
紀

北
町
社
会
福
祉
協
議
会
海
山
事
務
所

な
ど
の
引
本
浦
地
区
へ
の
移
転
を
機

に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
増
員
を
図
り
、
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
紀
北
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
連
携
に
よ
る
「
地
域
で

の
見
守
り
活
動
」
や
、
健
康
保
持
へ

の
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
高
齢
者
の

地
域
で
の
生
活
と
安
全
対
策
を
よ
り

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
町
立
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
で

は
、
利
用
者
が
安
全
・
安
心
、
快
適

に
暮
ら
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
利
用
者
・
職
員
全
員
が
笑
顔
の

絶
え
る
こ
と
の
な
い
安
ら
ぎ
と
ぬ
く

も
り
の
あ
る
「
住
ま
い
」
と
し
て
の

施
設
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
や
家
族
に
選
ば
れ
る
施
設

に
な
る
た
め
に
、
利
用
者
本
位
の
環

境
整
備
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
、
自
分

ら
し
く
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
継
続
的
に
施
設
の
改
修

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
年
度

は
、
廊
下
の
壁
の
塗
装
と
リ
ハ
ビ
リ

室
の
床
改
修
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
地
域

に
お
け
る
障
が
い
者
支
援
策
と
し

て
、
障
が
い
者
本
人
や
介
護
者
の
高

齢
化
、
障
が
い
の
重
度
化
や
重
複
化

な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
多
様
化
す
る
障

が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
障
が
い
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
介

護
・
訓
練
等
給
付
事
業
な
ど
の
円
滑

な
運
用
を
は
じ
め
、
じ
ん
臓
機
能
障

害
に
よ
る
人
工
透
析
な
ど
の
通
院
に

要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
助
成
や
、
移
動
支
援
や
日
中
活

動
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
資

源
の
確
保
な
ど
、
障
が
い
者
が
住
み
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慣
れ
た
町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
構
築
を
引
き
続
き
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病

な
ど
の
予
防
の
た
め
、「
ち
ょ
い
減

ら
し
＋
10
」
を
合
言
葉
に
、
食
生
活

の
改
善
と
運
動
習
慣
の
定
着
を
目
指

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
つ
い
て
は
、
６
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
が
よ
り
気

軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
参
加
方
法
や
実
施
期
間
の
見
直

し
を
行
い
、「
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
ず
っ
と
健
康
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
紀
北
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

健
康
体
操
の
「
き
ほ
く
活
活
体
操
」、

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
日
常
生
活
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
や
す
く
な
る

よ
う
に
行
政
放
送
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、
紀

北
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
を
活
用

し
た
水
泳
教
室
や
講
座
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
、指
定
管
理
者
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
な
生
活
習
慣
の
重
要

性
に
対
し
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
紀
北
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

講
座
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
健
康
意

識
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
・
体
力
の

維
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

検
診
事
業
で
は
、
国
が
推
奨
し
て

い
る
が
ん
検
診
の
胃
が
ん
、肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）、
子
宮
頸け

い

が
ん
と
特
定
健
診

を
全
て
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
引
き

続
き
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
受
診
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
に
、
特
定
健
診
と
各
種
が
ん

検
診
な
ど
の
全
て
の
検（
健
）診
を
１

日
で
受
診
で
き
る
「
み
ん
な
で
い
こ

か
！
総
合
け
ん
し
ん
」に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
虫
歯
や

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
疾
患
の
増
加
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り

妊
婦
の
方
に
歯
科
健
診
に
か
か
る
費

用
の
助
成
を
行
い
、
歯
科
疾
患
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

尾
鷲
総
合
病
院
は
、
休
日
・
夜
間

に
お
け
る
入
院
治
療
を
要
す
る
よ
う

な
重
症
救
急
患
者
に
対
す
る
二
次
救

急
医
療
体
制
と
し
て
、
病
院
群
輪
番

制
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ

の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
と
今
年

度
の
２
年
間
、
財
政
支
援
を
行
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
複
数
の
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
感
染

者
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
国
の
情
報
に
注
視
し

つ
つ
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
基
本
的
な
予
防
対
策
の
徹
底
を

機
会
あ
る
ご
と
に
啓
発
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
綿
密
な
調
整
を
行

い
、
国
が
示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
接
種
す
る
よ
う
万
全
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
三
重
県
が
財

政
運
営
の
責
任
者
と
な
り
、
県
域
で

事
業
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
厳
し

い
事
業
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
、
医
師

会
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
疾
病
重
症

化
予
防
策
を
講
じ
、
ま
た
、
特
定
保

健
指
導
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
保
健

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
三
つ
目
の
「
魅

力
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
安
定
的
な

利
水
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
土
地

改
良
事
業
な
ど
に
よ
り
、
農
業
用
水

路
や
揚
水
機
場
な
ど
の
農
業
生
産
基

盤
に
つ
い
て
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
事
業
で
は
、
農
業
生
産
基
盤

や
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
の
紀
北
２
期
地
区
の
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
中
里
地
区
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
農
地
整
備
事
業
を
実
施
し
、

農
業
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
６
カ
所
の
た
ん
水

防
除
の
排
水
機
場
に
つ
い
て
は
、
土

地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
、

農
地
防
災
事
業
な
ど
に
よ
り
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業

に
よ
る
農
業
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農

地
の
借
り
手
と
貸
し
手
に
対
す
る
支

援
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
よ
る

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動
に

対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
引
き
続
き
、

猟
友
会
と
連
携
し
た
有
害
鳥
獣
の
適

切
な
駆
除
や
、
農
村
見
守
り
支
援
員

に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
と
も
に
、
獣

12

ちょい減らし +10 記念品

伊勢エビ漁出航



令和 3年度施政方針

害
防
止
用
の
電
気
柵
な
ど
の
資
材
費

用
へ
の
助
成
や
鳥
獣
害
防
止
総
合
対

策
事
業
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
獣
害

被
害
の
軽
減
を
図
り
営
農
意
欲
減
退

の
抑
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
環
境
整
備
事
業
で
は
、
和
具

の
浜
海
水
浴
場
施
設
の
指
定
管
理
者

と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
の
海
水
浴
場

の
利
用
に
加
え
、
施
設
の
新
た
な
利

用
な
ど
に
よ
る
魅
力
向
上
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
の
台
風
21
号
に

よ
り
の
り
面
が
崩
壊
し
、
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
ま
す
黒
浜
海
水
浴
場
へ

の
進
入
路
に
つ
い
て
、
崩
落
箇
所
上

部
は
令
和
元
年
度
に
県
の
治
山
工
事

に
て
整
備
、
下
部
は
本
町
が
令
和
２

年
度
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年

度
よ
り
黒
浜
海
水
浴
場
を
再
開
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
林
業
振
興
施
策
で
は
、
森

林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
た
め
、

県
、
森
林
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
適

切
な
森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め

準
備
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森

林
環
境
贈
与
税
を
活
用
し
、
森
林
所

有
者
へ
の
意
向
調
査
や
森
林
境
界
の

明
確
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
お
わ
せ
な
ど
の

林
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
国
、
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
施
業
の
集

約
化
の
促
進
、
路
網
整
備
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
を
促
す
な
ど
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
有
林
造
成
事
業
で
は
、
経
営
計

画
に
基
づ
く
効
率
的
な
町
有
林
経
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
組
合
お

わ
せ
を
中
心
と
し
た
「
民
間
委
託
方

式
」
に
よ
り
、
計
画
的
な
事
業
量
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
林
業
技
術
の
伝

承
や
雇
用
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、

町
有
林
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
認
証
の

取
得
を
踏
ま
え
、
適
切
な
育
林
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
管
理
林
道
や
作
業
道

に
お
い
て
は
、
林
道
・
治
山
関
係
事

業
で
の
維
持
修
繕
に
努
め
る
ほ
か
、

林
道
向
井
山
線
の
橋
の
維
持
補
修
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

林
道
野
又
越
線
の
維
持
補
修
事
業
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
お
わ
せ
が
管
理

す
る
林
道
に
つ
い
て
は
、
林
道
安
全

対
策
管
理
助
成
事
業
に
よ
り
、
維
持

補
修
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
に
つ
い
て
、

そ
の
販
路
拡
大
に
向
け
、
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
、
木
材
関
連
産
業
の

活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

産
材
の
利
用
を
促
進
し
、
木
材
関
連

事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
町
内
の
製

材
所
か
ら
出
荷
さ
れ
た
地
域
産
材
を

使
用
し
た
住
宅
建
築
に
対
す
る
補
助

を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
産
業
振
興
施
策
で
は
、

三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

種
苗
放
流
事
業
な
ど
、
水
産
資
源
の

増
殖
を
図
る
ほ
か
、
漁
業
近
代
化
資

金
、
漁
業
経
営
維
持
安
定
化
資
金
へ

の
利
子
補
給
に
よ
る
漁
業
経
営
の
改

善
、
外
国
人
漁
業
研
修
生
受
入
対
策

な
ど
、
多
方
面
か
ら
地
域
水
産
業
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
共

同
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
長
島
港

魚
市
場
の
浮
桟
橋
の
整
備
、
引
本
港

魚
市
場
の
養
殖
配
合
倉
庫
の
修
繕
、

海
野
漁
港
に
お
け
る
船
舶
用
台
車
整

備
な
ど
４
カ
所
の
修
繕
な
ど
へ
の
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
流
失
し
た

熊
野
灘
の
大
型
浮
漁
礁
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
整
備
を
終
え
る
予
定

で
あ
り
、
引
き
続
き
老
朽
化
に
よ
り

更
新
が
必
要
な
別
の
１
基
に
つ
い
て

も
、
早
期
の
実
施
を
県
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
営
海
女
漁
業
等
環
境
基

盤
整
備
事
業
に
よ
り
、
紀
伊
長
島
地

区
、
諏
訪
の
浜
沖
合
に
お
い
て
藻
場

造
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
ア
ワ

ビ
や
伊
勢
エ
ビ
の
生
息
場
の
確
保
、

稚
魚
の
成
育
場
の
保
全
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と

連
動
さ
せ
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
に
よ
り
、
漁
業
者
自
ら
が

行
う
藻
場
の
食
害
生
物
の
駆
除
や
漁

場
環
境
の
保
全
活
動
を
支
援
し
、
効

率
的
に
漁
場
の
再
生
を
進
め
る
ほ
か
、

内
水
面
漁
業
つ
い
て
は
、
銚
子
川
環

境
保
全
会
が
取
り
組
む
河
川
環
境
の

保
全
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合
、

一
般
社
団
法
人
海
商
を
は
じ
め
、
水

産
関
連
団
体
が
参
画
す
る
長
島
地
区

産
地
協
議
会
と
連
携
し
、
長
島
港
魚

市
場
の
衛
生
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
漁
獲
物
の
地
域
内
消
費
を
増
大

さ
せ
る
た
め
、
魚
食
普
及
や
地
産
地

消
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
港
管
理
事
業
で
は
、
引

き
続
き
町
内
五
つ
の
漁
港
施
設
の
維

持
・
修
繕
を
行
い
、
適
切
な
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
町
内
の
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
「
み

え
熊
野
古
道
商
工
会
」
が
実
施
す
る

事
業
に
対
す
る
助
成
や
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
の
安
定
と
改
善
の
た
め

実
施
し
て
い
る
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
や
創

業
支
援
制
度
と
し
て
の
保
証
料
補
助

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
労
働
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
先
端
設
備
等

導
入
計
画
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企

業
の
設
備
投
資
を
引
き
続
き
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
総
合
的
な
活
性
化

を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
環
境
を
向
上
す
る
と
と
も

に
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
産
振
興
事
業
で
は
、
地
域
産
品

の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た
め
に
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
の
支
援
活
動
の

推
進
を
図
る
一
方
、
物
産
の
Ｐ
Ｒ
に

も
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

選
ん
で
い
た
だ
け
る
返
礼
品
と
す
る

た
め
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
情
報

発
信
な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
を
招
い

て
事
業
者
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
寄
付
額
の
コ
ー
ス
を
増
や
す

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
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い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
た
い
せ
つ
な

寄
付
金
は
、
児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
充
実
な
ど
の
対
策
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
適
正
な

制
度
の
運
用
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

集
客
対
策
と
し
て
、
地
域
振
興
施

設
「
始
神
テ
ラ
ス
」
へ
の
「
観
光
案

内
人
」
設
置
の
継
続
や
、「
道
の
駅
紀

伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
」と「
道
の
駅
海
山
」

と
連
携
し
集
客
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
を
前
提
と
し
て
、

観
光
需
要
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
安

全
・
安
心
に
配
慮
し
、
集
客
の
定
着

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
様
に
、「
年
末
き
い
な
が
し
ま
港

市
」
や
「
海
・
山
こ
だ
わ
り
市
」
な

ど
の
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
、
町
内
産
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
振
興
施
策
で
は
、
国

内
観
光
の
本
格
的
な
回
復
を
見
据
え
、

地
域
に
眠
る
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、

そ
の
価
値
を
深
く
体
験
・
体
感
で
き

る
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
、

紀
北
町
を
目
的
地
と
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
町
の
さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
魅
力
と
い
う
点
で
は
、
昨
年

度
中
止
と
な
り
ま
し
た
、第
５
回
「
三

重 
紀
北 

Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
の
開
催
や
、「
奇
跡
の
清
流 

銚
子
川
」
を
は
じ
め
と
す
る
魅
力
的

な
「
海
」・「
山
」・「
川
」
の
自
然
環

境
保
全
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
自
然

体
験
型
環
境
学
習
、
体
験
型
観
光
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
三
重
県
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ

ト
ラ
ッ
ク
推
進
協
議
会
」
と
「
三
重

県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
の
活
動

と
「
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
全
国
市
区
町
村
の
会
」

の
取
り
組
み
と
を
連
携
さ
せ
、
自
然

体
験
の
促
進
に
よ
り
地
域
全
体
の
活

性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

常
に
新
し
い
情
報
の
発
信
や
話
題

性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
紀

北
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
Ｐ
Ｒ

用
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
の
制
作
、

観
光
協
会
へ
の
観
光
振
興
Ｐ
Ｒ
活
動

事
業
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
、
外
部
か
ら
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振

興
な
ど
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
心
豊
か
に
夢
を
育
む
教
育
・
文

化
の
ま
ち

　

次
に
、
基
本
目
標
四
つ
目
の
「
心

豊
か
に
夢
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま

ち
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
で
は
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
な
ど
、

幼
稚
園
な
ど
で
の
集
団
生
活
の
中
で

自
発
的
な
活
動
を
促
し
、
発
達
に
必

要
な
豊
か
な
経
験
を
通
じ
て
「
生
き

る
力
」
を
育
む
と
と
も
に
、
家
庭
と

の
連
携
を
深
め
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
と
協
調
性
を
育
む
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
幼
児

教
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
、
引
き

続
き
幼
稚
園
教
育
や
一
時
預
か
り
保

育
な
ど
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

し
、
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
む
幼

児
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

幼
児
期
に
学
ん
だ
経
験
が
義
務
教
育

お
よ
び
そ
の
後
の
教
育
へ
と
円
滑
に

つ
な
が
る
よ
う
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、

小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
の
た
め
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
中
で「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
を
重
視
し

た
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
学
校
施
設
の
整
備
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

政
府
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
に
基
づ
き
、
１
人
１
台
パ
ソ
コ

ン
お
よ
び
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
整
備
を
昨
年
度
実
施
し
、

今
年
度
は
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

パ
ソ
コ
ン
を
有
効
に
活
用
し
、
今
た

い
せ
つ
に
さ
れ
て
い
る
「
誰
１
人
取

り
残
さ
な
い
教
育
」
を
実
現
す
る
た

め
、
学
習
用
ソ
フ
ト
な
ど
に
よ
り
、

個
人
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
入
学
時
の
新
入
学
用
品
の

現
物
支
給
や
、
要
支
援
者
対
策
と
し

ま
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
就

学
援
助
費
で
の
新
入
学
用
品
費
の
入

学
前
支
給
を
行
い
、
子
育
て
を
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
力
の
向
上
、
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
、
健
康
体
力
の
増
進

と
個
性
や
創
造
性
を
伸
ば
す
こ
と
を

基
本
と
し
、
支
援
の
必
要
な
児
童
・

生
徒
へ
介
助
教
員
な
ど
の
配
置
を
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
紀
北
町
子
ど
も
の
い
じ

め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
の
理

念
に
基
づ
き
、
町
お
よ
び
学
校
な
ど

が
連
携
し
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生

活
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
て
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
級
満
足
度

調
査
を
実
施
し
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
学

校
生
活
に
お
け
る
満
足
感
や
安
心

感
、
学
習
意
欲
な
ど
、
児
童
・
生
徒

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個

に
応
じ
た
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

中
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
改

訂
に
伴
い
、
生
徒
に
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

す
る
中
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
お
よ
び
技
能
を
確
実
に
習
得
さ

せ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
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令和 3年度施政方針

決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
を
育
む

指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
外
国
語
教
育
で
は
、
令
和
元

年
度
よ
り
小
学
校
５
・
６
年
生
で
英

語
科
、
小
学
校
３
・
４
年
生
で
は
外

国
語
活
動
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
中

学
校
に
お
い
て
英
語
科
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
整
備
す
る
な
ど
、
さ
ら
に

外
国
語
教
育
を
推
進
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
も

４
名
体
制
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
教
育
会
議
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

学
力
・
体
力
の
向
上
や
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
な
ど
の
諸
課
題
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
推
進
、
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
、
地
域
未
来
塾
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
分
野
の

方
々
の
参
画
を
得
な
が
ら
学
習
支

援
、
学
校
環
境
整
備
、
学
習
教
育
活

動
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
住
民
な
ど
の
相
互
の
連
携

協
力
の
強
化
の
も
と
、
町
全
体
で
子

ど
も
を
育
ん
で
い
く
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀

伊
長
島
地
区
は
、
紀
伊
長
島
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
紀
北
中
学
校
か
ら
、

海
山
地
区
は
海
山
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
学
校

給
食
の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
一

人
一
人
が
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
涯
学
習
講
座
や
公
民
館
講

座
な
ど
の
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
海
山
図
書
室
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
集
い
や
す
く
学

習
し
や
す
い
図
書
室
を
目
指
し
、
施

設
の
利
用
拡
大
と
図
書
な
ど
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
育
成
で
は
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

い
き
い
き
子
ど
も
学
園
の
継
続
や
、

子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
育
成
連
絡
会
議
な

ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
て

い
く
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
街
頭

指
導
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
体

育
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
を
支
援
し

て
い
く
と
と
も
に
、
権
兵
衛
の
故
郷

走
ろ
う
大
会
や
町
民
駅
伝
大
会
な
ど

の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
な
ど

を
合
同
で
開
催
し
ス
ポ
ー
ツ
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の

さ
ら
な
る
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
、
夢
を
も
つ
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
「
夢
の
教
室
」
の
開
催
や
、

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
選
手
の

支
援
、
成
績
優
秀
者
の
表
彰
、
美
し

国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
へ
の
参
加
な

ど
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
開
催
す
る
大
会
の
支
援
や
町
長

杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進
と
し
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
の

予
約
な
ど
を
一
元
化
し
、
最
適
な
合

宿
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

合
宿
雑
誌
へ
の
広
告
、
合
宿
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て
、
県

内
外
の
高
校
・
大
学
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
延
期
さ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
東
京
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
聖
火
は
、
３
月
25

日
に
福
島
県
を
出
発
し
全
国
を
回

り
、
本
町
は
４
月
８
日
に
世
界
遺
産

熊
野
古
道
の
「
馬
越
峠
道
」
で
、
聖

火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、第
76
回
国
民
体
育
大
会「
三

重
と
こ
わ
か
国
体
」
で
は
、
正
式
競

技
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
９
月
26

日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、
赤
羽

公
園
野
球
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
少
年
女
子
13
チ
ー
ム
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

公
開
競
技
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
競
技
は
、
赤
羽
公
園
野
球
場
・
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
、赤
羽
小
・

中
学
校
運
動
場
に
て
９
月
18
日
・
19

日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
、さ
ら
に
は
、

10
月
23
日
・
24
日
に
、
赤
羽
公
園
野

球
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

21
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
三
重
と
こ
わ
か
大
会
」
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
国
体
お
よ
び
競
技
に
関
す

る
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
体
開
催
の
機
運
醸
成
を

図
り
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て

訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、

深
い
感
動
と
大
き
な
満
足
感
を
共
有

で
き
る
大
会
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

文
化
・
芸
術
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
文
化
活
動
や
芸
術
活
動
が
行
え
る

よ
う
文
化
団
体
に
対
し
て
支
援
す
る

ほ
か
、
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
に

よ
る
演
奏
会
、
演
芸
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
熊
野
古
道
の
保
存
会
や
地

元
企
業
と
連
携
し
、
熊
野
古
道
や
そ

の
周
辺
環
境
の
維
持
・
保
全
に
努
め

る
と
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
若
者
な

ど
の
次
世
代
に
守
り
伝
え
て
い
く
た

め
、
小
・
中
学
校
の
熊
野
古
道
学
習

へ
語
り
部
を
派
遣
し
、
地
域
の
魅
力

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
と
も
に
担
う
参
画
と
協
働
の
ま

ち
　

次
に
、
基
本
目
標
五
つ
目
は
「
と

も
に
担
う
参
画
と
協
働
の
ま
ち
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
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す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
高
度

化
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
自
立
し
た
ま
ち
を
創
造
・
経

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
町
政
の
運
営

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
心
的
役

割
を
担
う
自
治
会
の
活
動
拠
点
で
あ

る
集
会
所
に
つ
い
て
、
年
々
維
持
管

理
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
引
き
続
き
一
定
の
支
援
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
活
動
の
報
告
や
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
町
政
の
運
営
を
進
め
る
た

め
、
平
成
28
年
度
か
ら
設
置
し
て
お

り
ま
す
「
紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
で
は
、
現
在
３
期
目
の
委
員
の

皆
さ
ま
に
よ
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
委
員
の
皆
さ
ま

と
の
意
見
交
換
を
引
き
続
き
実
施

し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
審
議
会
や
委
員
会
へ

の
女
性
の
参
画
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
ほ
か
、
女
性
の
方
々
か

ら
の
ご
意
見
に
加
え
、
各
種
方
面
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
を
参
考
と
し
て
、
本
町

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
策
定
い
た
し

ま
す
第
４
次
紀
北
町
行
財
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
参

画
や
協
働
を
重
点
に
お
き
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幅
広
い
町
民
の
皆
さ
ま

が
、
簡
便
か
つ
正
確
に
本
人
確
認
や

行
政
機
関
な
ど
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
し
や
す

い
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
迅
速

で
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
、

住
民
と
行
政
と
の
協
働
体
制
の
確
立

を
進
め
る
た
め
、
広
報
紙
、
行
政
放

送
番
組
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
、
さ
ら
な

る
行
政
情
報
の
発
信
に
努
め
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
後
も
人
口
減
少
傾

向
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、

地
域
の
活
性
化
を
よ
り
一
層
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
、

都
市
部
で
行
わ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
へ

の
参
加
、
移
住
体
験
施
設
を
備
え
る

な
ど
の
定
住
・
移
住
対
策
の
ほ
か
、

都
市
部
で
活
躍
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
知
見
や
人
脈
、
影
響
力
を
持
っ
た

紀
北
町
出
身
で
町
に
対
す
る
想
い
を

持
っ
て
い
る
方
々
や
若
年
層
、
町
、

地
域
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
一
緒

に
な
っ
て
町
が
抱
え
る
地
域
課
題
の

解
決
を
図
り
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を

促
進
す
る
な
ど
、
関
係
人
口
の
増
加

と
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

結
び
に

　

以
上
、
町
政
経
営
に
臨
む
私
の
基

本
的
な
考
え
方
と
令
和
３
年
度
に
講

じ
る
べ
き
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
45
％
を
超
え

て
お
り
、
人
口
も
さ
ら
に
減
少
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
紀
北
町
第
２
次
総
合

計
画
の
将
来
像
、「
み
ん
な
が
元
気
！

紀
北
町　

〜
豊
か
な
自
然
、
に
ぎ
わ

い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜
」
の

実
現
に
向
け
、
紀
北
町
の
人
、
地
域
、

産
業
や
各
種
団
体
、
活
動
な
ど
全
て

が
元
気
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
自

然
と
共
生
す
る
「
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
」
を
基
本
と
し
、「
に
ぎ
わ
い
」

の
あ
る
、「
人
・
地
域
の
元
気
」
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を
重
ね
、

町
民
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
の
皆
さ

ま
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。
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平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、

関
係
者
か
ら
の
推
薦
、
ま
た
は
町
内

全
域
か
ら
の
公
募
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。　

◆
農
業
委
員　
　

　

農
業
委
員
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見

を
有
し
、
農
業
委
員
会
の
職
務
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
方
か
ら
、
町
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

募
集
人
数　

14
人

応
募
方
法

○
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
推
薦
書

（
一
般
推
薦
）

○
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
推
薦
書

（
団
体
等
推
薦
）

○
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者
応
募
申

込
書

の
い
ず
れ
か
、
住
民
票
（
発
行
後
３

カ
月
以
内
の
も
の
）
を
提
出

主
な
業
務

○
毎
月
の
総
会
へ
の
出
席

○
農
地
法
に
係
る
農
地
の
権
利
移
動
、

農
地
転
用
な
ど
の
許
可
、
違
反
転
用

へ
の
対
応

○
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
承
認

○
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
施
策
の
意
見
の
決
定

報
酬

○
会
長　

年
額
／
７
４
，
０
０
０
円

○
委
員　

年
額
／
６
０
，
０
０
０
円

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方
か
ら
農

業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

募
集
人
数

○
紀
伊
長
島
地
区　

２
人

○
海
山
地
区　

２
人

応
募
方
法

○
農
業
委
員
会
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
候
補
者
推
薦
書
（
一
般
推
薦
）

○
農
業
委
員
会
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
候
補
者
推
薦
書
（
団
体
等
推

薦
）

○
農
業
委
員
会
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
候
補
者
応
募
申
込
書

の
い
ず
れ
か
、
住
民
票
（
発
行
後
３

カ
月
以
内
の
も
の
）
を
提
出

主
な
業
務

○
担
当
地
区
内
に
お
い
て
の
現
場
活

動○
農
地
転
用
な
ど
の
現
地
調
査

○
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
を
推
進

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消

報
酬　

年
額
／
６
０
，
０
０
０
円

◆
共
通
事
項

募
集
期
間

４
月
７
日
（
水
）
〜
５
月
６
日
（
木
）

任
期

７
月
１
日
〜
令
和
６
年
６
月
30
日
の

３
年
間

資
格
要
件

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

※

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
町
の
常
勤
職
員
で
あ
る
者

○
暴
力
団
員
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力

団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

○
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
な
い
者

○
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
者

応
募
用
紙

　

提
出
先
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先

本
庁
農
林
水
産
課

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
農
林
水
産
課

℡（
46
）
３
１
１
６

町からのおしらせ　～ Information ～

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

１反当たり（機械作業）１日当たり（手作業） その他

作
業
内
容

基
準
金
額

重作業賃金 軽作業賃金

10,000 円 6,000 円 24,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 20,000 円 26,000 円 913 円
（税込み） 400 円

トラクターで
の 3回耕起

トラクターで
の 1回耕起

田植機によ
る植え付け

バインダー
での刈り取り

コンバイン
での刈り取り
（脱穀まで）

コンバイン
での刈り取り
（乾燥まで）

育苗
（1箱当たり）

乾燥
（コンバイン
用 1袋）

令和３年度 紀北町農作業統一賃金基準額
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障
が
い
を
持
つ
方
に

対
す
る
軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
現
在
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
次

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
、
１
台
分
に
限

り
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

普
通
自
動
車
な
ど
（
県
税
）
で
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

◆
減
免
が
受
け
ら
れ
る
範
囲

軽
自
動
車
が
障
が
い
を
持
つ
方
の
名

義
で
あ
る
こ
と

※

18
歳
未
満
や
、
知
的
障
が
い
な
ど

に
よ
り
所
有
者
に
な
れ
な
い
場
合
は
、

各
種
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
保
護
者
の
名

義
で
も
可

◆
減
免
対
象
と
な
る
条
件

○
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

○
家
族
運
転
の
場
合
は
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
こ
と

・
生
計
を
一
に
し
て
い
る

・
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
通
院
、

通
学
、
通
所
ま
た
は
な
り
わ
い
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る

・
月
４
回
以
上
使
用
し
て
い
る

・
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ

て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

○
介
護
者
運
転
の
場
合
は
、
身
体
に

障
が
い
を
持
つ
方
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
方
を
常
時
介
護
す
る
方
が
、

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
た
め
に

軽
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
条
件

で
、
週
３
回
以
上
か
つ
１
年
以
上
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

こ
と

◆
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療

育
手
帳
な
ど

③
認
め
印

④
運
転
免
許
証　

⑤
車
検
証

⑥
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

※

使
用
目
的
の
証
明
書
（
通
院
証
明

書
な
ど
）
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

※

前
年
度
も
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
、
前
年
の
状
況
と
同
じ
場
合
に
は

②
④
⑤
の
書
類
は
不
要

◆
申
請
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
５
月
31
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

固
定
資
産
税
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

町
内
に
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て

い
る
納
税
義
務
者
の
方
は
、
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
自
己
の
所

有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋
以
外
で
も

価
格
な
ど
の
縦
覧
が
可
能
で
す
。

◆
縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

海
山
総
合
支
所
住
民
室

◆
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
５
月
31
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
で
き
る
方

町
内
に
所
在
す
る
土
地
家
屋
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
な
ど

の
代
理
権
（
委
任
状
な
ど
が
必
要
）

を
有
す
る
方

※

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
代
理
人
の
場
合
、
代
理
人
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
が
必
要
）

町
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
税
は
、
公
共
施
設
の
整
備
や
、

社
会
保
障
・
教
育
の
充
実
、
地
域
振

興
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
滞
納
と
な
り
、
納
期
限

内
に
納
め
た
方
と
の
税
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
本
来
の
税
額
に
加
え
て

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

　
「
平
日
は
仕
事
が
あ
る
の
で
納
付
に

行
く
時
間
が
な
い
」、「
入
院
し
て
い

て
納
付
に
行
け
な
い
」
な
ど
、
自
主

納
付
が
困
難
な
方
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
役
場

本
庁
、
海
山
総
合
支
所
、
町
内
金
融

機
関
窓
口
な
ど
で
申
請
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

通
帳
な
ど
の
口
座
の
わ
か
る
も
の
、

届
出
印
（
銀
行
印
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

町からのおしらせ　～ Information ～

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

対象となる障がいの区分 本人運転 家族・介護者運転

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

体幹機能障がい

心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう

または直腸・小腸機能障がい

ヒト免疫不全ウイルスによる

免疫・肝機能障がい

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

1～ 4級

2・3級

3級

3級（喉頭摘出者に限る）

1・2級

1・2級

1・3級

1～ 3級

運動機能

障がい

上肢機能

移動機能 1～ 6級

1～ 5級

1～ 3級

1～ 3級

1～ 6級 1～ 3級

Ａ1、Ａ2、Ａ最重度、Ａ重度

1級
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「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
は
、
町
内

に
あ
る
空
き
家
を
所
有
者
の
方
か
ら

登
録
し
て
も
ら
い
、
空
き
家
の
購
入
・

賃
借
を
希
望
す
る
方
に
情
報
を
提
供

す
る
制
度
で
す
。

　

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

と
お
考
え
の
方
、
町
内
で
お
住
ま
い

を
お
探
し
の
方
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン

ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
関
し
て
は
、
下
記
の

関
連
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
バ
ン
ク

関
連
補
助
金

◆
空
き
家
は
あ
る
け
ど
片
づ
け
や
掃
除

が
た
い
へ
ん…

　
『
空
き
家
登
録
促
進
補
助
金
』
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
の
清
掃
や
、
残
っ
て
い
る
家

財
道
具
の
搬
出
、
敷
地
内
の
樹
木
を
伐

採
す
る
作
業
な
ど
を
、
町
内
の
業
者
に

委
託
し
て
行
う
場
合
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

　
　
　

  

上
限
２
５
，
０
０
０
円
／
件

補
助
件
数

６
件
程
度
（
予
算
15
万
円
の
範
囲
内
）

※

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
空
き
家
を
契
約
し
た
い
け
ど
、
少

し
だ
け
修
理
し
た
い…

　
『
空
き
家
改
修
補
助
金
』
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
ま

た
は
賃
貸
の
契
約
を
行
っ
た
空
き
家

の
改
修
工
事
を
、
町
内
の
建
設
業
者

の
施
工
で
行
う
方
に
工
事
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

上
限
10
万
円 

／ 

件

補
助
率　

２
分
の
１
以
内

補
助
件
数

６
件
程
度
（
予
算
60
万
円
の
範
囲
内
）

※

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
地
域
内
に
空
き
家
が
た
く
さ
ん
あ
る

け
ど…

　
『
空
き
家
登
録
奨
励
金
』
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
か
ら
空
き
家
所
有
者
に
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
空
き
家
が
成
約
し
た

場
合
、
自
治
会
へ
奨
励
金
を
支
給
し

ま
す
。

奨
励
金　

２
０
，
０
０
０
円 

／ 

件

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
各
制
度

の
詳
し
い
内
容
や
申
請
条
件
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

建
設
課
で
は
、
町
が
管
理
し
て
い

る
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
美
化

を
目
的
と
す
る
草
刈
り
や
清
掃
な
ど

地
域
の
皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体
お
よ
び
活
動

　

自
治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
団
体
が
建
設
課
管
理

の
道
路
（
町
道
）・
河
川
・
公
園
な
ど

に
お
い
て
自
主
的
に
行
う
草
刈
り
、

清
掃
な
ど
の
活
動

支
援
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、

作
業
に
必
要
な
物
品
の
提
供
を
し
ま

す
。

支
援
物
資

○
消
耗
品
（
ご
み
袋
、軍
手
、ホ
ウ
キ
、

鎌
、
草
刈
機
の
刃
、
洗
剤
、
ぞ
う
き
ん
、

バ
ケ
ツ
な
ど
）

○
そ
の
他
作
業
な
ど
に
必
要
な
物
品

と
し
て
町
長
が
認
め
た
も
の

※

大
き
な
作
業
（
修
繕
、
伐
採
な
ど
）

に
つ
い
て
は
町
が
対
応
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
水
）

申
し
込
み
方
法

　

本
庁
建
設
課
お
よ
び
海
山
総
合
支

所
産
業
建
設
室
に
て
配
布
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

紀
北
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町からのおしらせ　～ Information ～

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の

お
し
ら
せ

空き家の
持ち主

利用希望者

※空き家バンクイメージ図

契約

空き家
バンク

仲介 宅地建物取引業者

登録 登録
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１月10日（日）に開催を予定していました『成人式』を下記のとおり開催します。

日時　５月２日（日）午前 10 時 30 分～

場所　海山公民館

対象　平成 12 年４月２日～平成 13 年４月１日生まれの町民の方、平成 28 年３月に町内の中学校を卒業された方

※新成人１人につき保護者（付添人）１人とします。

※今後の新型コロナウイルスの感染状況により変更になる場合があります。

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課　℡46-3125　海山総合支所教育室　℡32-3905

令和３年紀北町『成人式』のご案内
開催日

5/2
（日）

　地域おこし協力隊の活動や、紀北町での暮らしで感じたことを紹介します！

　私は引本浦出身で、33年ぶりに紀北町にＵターン

しました。協力隊の活動を通じて地域の人や暮らしに

触れ、小さい頃を思い出したり、昔とは全く違う視点

で町をみている自分もいます。協力隊の活動１年目は、

若い世代の働き方のヒントになるように「しごとカー

ド」を製作したり、SNS「きほくる/紀北町魅力ナビ」

を開設し、運用に携わりました。活動２年目は、地域

の方と関わりながら、紀北町の魅力を町内外にさらに

発信し、つながりを広げていきたいです。

「きほくと都市部のつながりづくり」
地域おこし協⼒隊の豊川真規⼦です。

　昨年 12 月に着任してから、紀北町をいろいろまわ

りました。長島の魚まち、尾鷲ヒノキの森、ツヅラト

峠…そして、銚子川。海や川の澄み切った色、山の壮

大な風景に感激でした。

　町内で、活躍している方々に出会い、町をもっと良く

したい、活性化させたいという思いがひしひしと伝わっ

てきました。地域とつながってくると、ますます紀北町

が好きになり、皆さんが気づいていない町の魅力を引

き出し、活気あふれるようにしていきたいですね。

「銚⼦川のブランド⼒アップ」
地域おこし協⼒隊の⻄川みさ枝です。
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

マスク寄贈

　紀北町建設業協会から町内の保育園、幼稚園、小学校、

中学校に子ども用マスクが寄贈され、その寄贈式が行われ

ました。

2/25　役場本庁

プラ板づくり

　紀伊長島いきいき子ども学園でプラ板づくりが開催され

ました。好きなアニメキャラクターなどの絵を描いたあと

オーブントースターで加熱し、うまく縮むとうれしそうに

キーホルダーなどにしていました。

2/17　東長島公民館

６年生を送る会
2/19　海野小学校・2/25　船津小学校
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お別れ遠足

　三浦小学校の児童が 6 年生とのお別れ遠足で長島地区の魚まちを散策しました。

　児童は３班に分かれ、自分たちの決めたミッションを達成しながら６年生と最後の遠足を楽しんでいました。

3/9　長島地区

応援ソング贈呈式

　町内で音楽活動を行う堀さんと伊藤さんから『ちょい

減らし＋10 チャレンジ』を応援する歌が贈呈されました。

3/3　 役場本庁

健康教室
3/3　東長島公民館

　紀伊長島いきいき子ども学園で健康教室が開催されま

した。町の保健師と栄養士によるクイズ形式で、健康に

ついて楽しく学んでいました。
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キャリア講話

　潮南中学校で進路学習におけるキャリア講話が開催されました。地元で働く３名の方を講師に迎え、生徒は興味があ

ることを熱心に聞き取っていました。

3/16　 潮南中学校

上里小学校

紀北中学校

海野小学校

三船中学校
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お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
「
え
が

お
」
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

新
交
通
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
名

応
募
資
格
お
よ
び
要
件

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条

項
）
に
該
当
し
な
い
方

○
紀
北
町
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
で

き
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
ま

た
は
取
得
見
込
み
で
、
心
身
と
も
に

健
全
で
明
る
く
丁
寧
に
対
応
で
き
る

方○
基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
が
で
き
る
方

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
地
図
ア
プ
リ
、

メ
ー
ル
ア
プ
リ
な
ど
が
操
作
で
き
る

方応
募
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
15
日
（
木
）

試
験
日
時
・
会
場

４
月
20
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

紀
北
町
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

試
験
内
容　

作
文
試
験
・
面
接

提
出
書
類
（
各
１
通
）

○
申
込
書
兼
履
歴
書
（
本
庁
企
画
課

お
よ
び
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
交

付
）

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
予
定
日　

６
月
14
日
（
月
）

応
募
期
間

４
月
１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

募
集
団
地
・
間
取
り
・
家
賃
（
月
額
）

○
あ
け
ぼ
の
団
地
Ｃ
棟　

１
戸

３
D
K
（
和
２
・
洋
１
・
D
K
・
浴
室
・

洗
面
・
ト
イ
レ
）

１
５
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　

  

〜
２
２
，
８
０
０
円

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

他
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町
営

住
宅
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

　

お
出
か
け
の
下
調
べ
だ
け
じ
ゃ
な

い
！
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤

務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

４
月
９
日
（
金
）
ま
で

会
場　

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

開
催
日　

４
月
14
日
（
水
）・
15
日

（
木
）・
20
日
（
火
）

※

希
望
す
る
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

各
回
と
も
同
じ
内
容
で
１
時
間
の

講
座
に
な
り
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜

受
講
料　

２
０
０
円

※

受
講
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
回
４
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
33
）
０
０
２
５

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

募
集
種
目

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び
一
般
曹

候
補
生

受
験
資
格

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程
度
）

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
〈
22
歳
未

満
の
者
は
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
〉

※

院
卒
者
、
歯
科
・
薬
剤
科
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

６
月
18
日
（
金
）
ま
で

※

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
４
月
28

日
（
水
）
ま
で

○
一
般
曹
候
補
生

５
月
11
日
（
火
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所　

℡
０
５
９
７
（
85
）
２
２
１
４

　

４
月
１
日
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

ス
マ
ホ
決
済
」
の
利
用
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
平
日
昼
間
の
役
場
や

金
融
機
関
窓
口
で
し
か
対
応
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
夜
間
や
土
・

日
曜
日
、
祝
日
で
も
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
は
町
税
（
個
人
住
民
税
の
普

通
徴
収
分
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
）
と
国
民
健
康
保
険
料
で
す
。

税
務
課
・
住
民
課

コ
ン
ビ
ニ
収
納
・

ス
マ
ホ
決
済
の
開
始

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
募
集

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

お
し
ら
せ

募 

集

紀
北
町
会
計
年
度

任
用
職
員
募
集

（
４
月
26
日
採
用
予
定
）

企
画
課

町
営
住
宅

入
居
希
望
者
募
集

建
設
課

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

生
涯
学
習
課
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【
ス
マ
ホ
決
済
対
応
ア
プ
リ
】

◆
P
a
y
P
a
y

◆
L
I
N
E
P
a
y

◆
P
a
y
B

※

次
の
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
で
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

〇
納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
た
も
の

〇
金
額
を
訂
正
し
た
も
の　

〇
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
ま
た
は
読
み

取
れ
な
い
も
の　

〇
払
込
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

※

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
納
付
で
き

る
「
口
座
振
替
」
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

《
町
税
》

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

《
国
民
健
康
保
険
料
》

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

　

地
域
を
自
ら
の
力
で
よ
り
良
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
住

民
の
方
々
や
団
体
に
よ
る
身
近
な
地

域
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
に
向
け

た
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
に

対
し
て
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
件
数

５
件
程
度
（
予
算
50
万
円
の
範
囲
内
）

補
助
金
額　

上
限
10
万
円
／
件

募
集
期
限　

４
月
23
日
（
金
）

※

申
請
後
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
文
化
活
動
・
地
域
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
団
体
も
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
保
険
で
、
傷
害

保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

対
象

４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

保
険
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　

 　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
が
、
終
期
は
同
じ
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

海
山
総
合
支
所
教
育
室

℡（
32
）
３
９
０
５

実
施
期
間

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る

安
全
運
転
意
識
の
向
上

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

介
護
保
険
は
介
護
保
険
料
と
公
費

を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
介
護
保
険
料
は
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
方
法
に
つ
い
て

◆
特
別
徴
収

納
め
方　

年
金
か
ら
天
引
き

対
象　

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年

金
お
よ
び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万

円
以
上
の
方

◆
普
通
徴
収

納
め
方　

口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付

対
象　

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年

金
お
よ
び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万

円
未
満
の
方

※

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方
は
年

金
額
に
関
わ
ら
ず
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

○
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方　

○
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た
方　

○
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た

方○
年
金
を
担
保
に
お
金
を
借
り
て
い

る
方

※

普
通
徴
収
の
方
は
４
月
中
旬
に
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
付
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
書
が
届
い
た
方
は
納
期
限
ま

で
に
忘
れ
ず
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
を
ご
依
頼
さ
れ
た
方
に
は

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
み
郵

送
さ
れ
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

介
護
保
険
給
付
・
保
険
係

℡（
35
）
０
８
８
８

【
ス
マ
ホ
決
済
対
応
ア
プ
リ
】

◆
P
a
y
P
a
y

◆
L
I
N
E
P
a
y

◆
P
a
y
B

※

次
の
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
で
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

〇
納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
た
も
の

〇
金
額
を
訂
正
し
た
も
の　

〇
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
ま
た
は
読
み

取
れ
な
い
も
の　

〇
払
込
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

※

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
納
付
で
き

る
「
口
座
振
替
」
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

《
町
税
》

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

《
国
民
健
康
保
険
料
》

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

℡（
32
）
３
９
０
２

　

地
域
を
自
ら
の
力
で
よ
り
良
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
住

民
の
方
々
や
団
体
に
よ
る
身
近
な
地

域
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
に
向
け

た
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
に

対
し
て
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
件
数

５
件
程
度
（
予
算
50
万
円
の
範
囲
内
）

補
助
金
額　

上
限
10
万
円
／
件

募
集
期
限　

４
月
23
日
（
金
）

※

申
請
後
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
文
化
活
動
・
地
域
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
団
体
も
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
保
険
で
、
傷
害

保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

対
象

４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

保
険
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　

 　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
が
、
終
期
は
同
じ
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

海
山
総
合
支
所
教
育
室

℡（
32
）
３
９
０
５

実
施
期
間

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る

安
全
運
転
意
識
の
向
上

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

介
護
保
険
は
介
護
保
険
料
と
公
費

を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
介
護
保
険
料
は
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
方
法
に
つ
い
て

◆
特
別
徴
収

納
め
方　

年
金
か
ら
天
引
き

対
象　

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年

金
お
よ
び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万

円
以
上
の
方

◆
普
通
徴
収

納
め
方　

口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付

対
象　

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年

金
お
よ
び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万

円
未
満
の
方

※

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方
は
年

金
額
に
関
わ
ら
ず
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

○
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方　

○
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た
方　

○
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た

方○
年
金
を
担
保
に
お
金
を
借
り
て
い

る
方

※

普
通
徴
収
の
方
は
４
月
中
旬
に
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
付
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
書
が
届
い
た
方
は
納
期
限
ま

で
に
忘
れ
ず
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
を
ご
依
頼
さ
れ
た
方
に
は

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
み
郵

送
さ
れ
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

介
護
保
険
給
付
・
保
険
係

℡（
35
）
０
８
８
８

地
域
づ
く
り

活
動
支
援
補
助
金

企
画
課

ご
存
じ
で
す
か

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

生
涯
学
習
課

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動

危
機
管
理
課

令
和
３
年
度
の
介
護

保
険
料（
65
歳
以
上
）

の
納
付
に
つ
い
て

紀
北
広
域
連
合

Pi
Pa
y
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歯
と
口
は
栄
養
を
と
る
、
味
覚
を

楽
し
む
、話
す
、表
情
を
つ
く
る
な
ど
、

た
い
せ
つ
な
機
能
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
い
ま
す
。
生
涯
自
分
の
歯
で
、
食

べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
た
め
に
も
、

若
い
う
ち
か
ら
歯
を
た
い
せ
つ
に
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
は

　

歯
の
周
り
の
組
織
の
病
気
で
、
歯

肉
や
骨
が
破
壊
さ
れ
、
歯
が
揺
れ
て

か
め
な
く
な
っ
た
り
、
最
終
的
に
歯

が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
怖
い
病
気
で

す
。
歯
周
病
は
、
日
本
人
が
歯
を
失

う
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
身
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

歯
周
病

　

歯
周
病
が
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
歯

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
周
病
菌

や
炎
症
物
質
は
歯
茎
の
毛
細
血
管
か

ら
血
液
中
に
入
り
込
み
、
血
液
に
乗
っ

て
全
身
に
運
ば
れ
、
左
記
の
よ
う
な

深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

歯
周
病
に
な
ら
な
い
！
進
行
さ

せ
な
い
！
ポ
イ
ン
ト

①「
歯
磨
き
」

　

虫
歯
や
歯
周
病
は
歯
の
周
辺
に
つ

く
プ
ラ
ー
ク
（
歯
こ
う
）
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
正
し
い
歯
磨
き
で
、

プ
ラ
ー
ク
を
し
っ
か
り
落
と
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で

は
落
と
せ
な
い
、
歯
と
歯
の
間
の
汚

れ
は
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
上
手

に
使
っ
て
、
磨
き
残
し

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

②「
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
健
診
を
」

　

歯
科
医
院
で
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
で

は
気
づ
け
な
い
磨
き
残
し
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
歯
こ
う
や
歯
石
を
器
具
を
使
っ

て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
く
れ
ま
す
。

年
に
１
〜
２
回
定
期
的
に
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

③「
禁
煙
」

　

喫
煙
は
歯
茎
の
血
行
を
悪
く
し
、

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、
歯
周
病
を
招

き
ま
す
。
喫
煙
を
し
て
い
る
方
は
、

で
き
る
だ

け
禁
煙
し

ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度
よ
り
妊
婦
歯
科
健

診
が
始
ま
り
ま
す
！

【
妊
娠
中
は
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

る
時
期
で
す
】

　

妊
娠
中
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
や
つ
わ
り
に
よ
る
歯
磨
き
不

足
が
原
因
で
、
歯
周
病
や
虫
歯
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
さ
ん
が
重
度
の
歯
周
病
に
か
か
っ

て
い
る
と
、
早
産
や
低
体
重
児
出
産

の
危
険
性
が
約
７
倍
に
高
ま
る
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
普
段
以
上
に
こ
ま
め
な

ケ
ア
で
、
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。

◆
紀
北
町
妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
娠
届
出
時
に
受
診
票
を
お
渡
し

し
ま
す
。
管
内
の
妊
婦
歯
科
健
診
実

施
医
療
機
関
（
指
定
）
で
ぜ
ひ
健
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

受
診
票
、
母
子
健
康
手
帳

健
診
料　

無
料
（
１
回
分
）

健
診
内
容　
問
診
、
口
腔
内
診
察
、
歯

科
保
健
指
導
な
ど

〜
よ
い
歯
デ
ー
特
別
企
画
〜

歯
の
こ
と
何
で
も
電
話
相
談

　

４
月
18
日
の
よ
い
歯
の
日
に
ち
な

ん
で
、「
歯
の
こ
と
何
で
も
電
話
相
談
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
気
に

な
っ
て
い
る
が
相
談
で
き
ず
に
い
る

歯
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

歯
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

※

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

４
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
料　

無
料

相
談
先
電
話
番
号

三
重
県
保
険
医
協
会　

℡ 

０
５
９
（
２
２
５
）
１
０
７
１

け
ん
こ
う
な
⻭
を
い
つ
ま
で
も

４
⽉
18
⽇
は
よ
い
⻭
の
⽇
で
す
！

けんこうの広場

8020 推進財団「第 2回永久歯の抜歯原因調査報告書」2018

歯を失う主な原因

歯周病が関係する全身の病気

⻭周病
37%

⾍⻭
29%

破折
18%

その他
16%

認知症
心臓疾患

脳血管疾患

糖尿病

誤嚥性肺炎
ごえん

こ
う
く
う
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

● 幼児健診※
日程： 4 月 8 日（木）
場所：東長島公民館
対象者には通知を郵送します。忘れず受診してください。

※1 歳 6 カ月児健診、2 歳 6 カ月児歯科健診、3 歳 6 カ月児
健診は、『幼児健診』として同日に実施します。

● すくすく子育て相談
日時： 4 月 21 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：海山総合支所別館 2 階けんこうの広場
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳
申し込み：ご自由に参加できます。

　今までに肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌きょう膜ポリサッカライドワクチン）を接種したことがない次の基準
に該当する方は、令和３年度定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業の対象となります。
・今年度 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳になる方
・60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障が
いを有する方
【実施期間】令和４年３月 31 日まで
【自己負担金】3,000 円（生活保護の方は無料）
【持ち物】健康保険証
※紀北町または尾鷲市以外の医療機関での接種を希望される方は、接種前に予診票を本庁福祉保健課または海山総
合支所福祉環境室で受け取ってください。

◆任意の高齢者肺炎球菌ワクチン助成
　定期接種の対象外で肺炎球菌ワクチンを接種した方に対しても費用助成を行っています。詳しくはお問い合わせ
ください。

令和３年度定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業

Information 町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

４月の健康カレンダー

か と う 小 児 科

日

日

日

4/4

4/18

5/2

月日 曜日 病　院　名

℡47-3341

電　　話

紀北医師会休日診療当番表

お子さまのイベント

問い合わせ

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談
日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

「住民主体の通いの場」立ち上げを支援します！

　地域で定期的に集まり運動を含めた茶話、レクリエーションなどの介護予防活動をする
場所を「通いの場」といい、新たに立ち上げる場合その支援として参加者が５名以上であれ
ば会場使用料の一部助成や講師の派遣を行います。
　健康で充実した生活を送るために、生きがいとなる集える場所をつくりましょう。
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4 月の新刊案内図書室だより

児童図書室から 紀伊長島図書室から

「クララとお日さま」

「図書名」/著者名

「ワンさぶ子の怠惰な冒険」
　　　　　　　　　　　/宮下奈都
「その扉をたたく音」/瀬尾まいこ
「刑事の枷」/堂場瞬一
「天使と悪魔のシネマ」/小野寺史宜
「スナック キズツキ」/益田ミリ
「10代から知っておきたいあなた
を閉じこめる『ずるい言葉』」
　　　　　　　　　　　/森山至貴
「AI とカラー化した写真でよみが
える 戦前・戦争」
　　　　　　  / 庭田杏珠 渡邉英徳

カズオ・イシグロ

「いつつごうさぎのきっさてん」

「図書名」/著者名

「ながいながいねこのおかあさん」
　　　　　　　　 / キューライス
「１ねん１くみの女王さま」
　　　　　　　　　 / いとうみく
「10歳までに読みたい世界名作
29 レ・ミゼラブル ああ無情」
　　　　　　 / ビクトル・ユゴー
「ふしぎ駄菓子屋銭天堂にようこ
そ公式ガイドブック」/廣嶋玲子
「すこしずるいパズル」/たつなみ
「超高層ビルのサバイバル 2」
　　 / ポップコーン・ストーリー
☆ 4月の企画展示「たまごとうさ
ぎ」「学校」★4月23日（金）～5月
12日（水）は「こどもの読書週間」
です。期間中、本のお楽しみ袋
の貸し出しを行います。

まつおりかこ

「いわいごと」

「図書名」/著者名

■一般図書
「元彼の遺言状」/新川帆立
「桃太郎のきびだんごは経費で落
ちるのか？日本の昔話で身につく
税の基本」/高橋創 井上マサキ
「a sunny spot シンプルで着やす
い まいにち服」/村田繭子

■児童図書
「おすしやさんにいらっしゃい！
生きものが食べものになるまで」
　　　　　　　 / おかだだいすけ
「いっぽんばし こちょこちょ」
　　　　　　　 / とよたかずひこ
「記号のポケット図鑑」 / 児山啓一

畠中恵

KIHOKU TOWN LIBRARY

お家と喫茶店が一緒になった車で旅
をする、愉快ないつつごうさぎのお
話！着いたところはイチゴ畑。とれ
たてのイチゴでおやつを作ったら、
本日も開店しまーす!

子どもの愛玩用に開発された人工知能
であるクララは、病弱な少女ジョジー
と出会い、やがて友情を育んでいく。
愛とは、知性とは、家族とは？生きる
ことの意味を問う感動作。

江戸は神田、玄関先でさまざまなも
めごとの裁定をしている町名主の跡
取り・高橋麻之助。彼のもとに縁談
が三つも！だが、どの縁談も妙なと
ころがあるようで……。

●児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　
土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

　紀北町町民センターの閉館に伴い、『海山図書室』は休室していますが、一般図書の新刊・準新刊につ
いては、児童図書室で貸し出し・返却を行っています。

今月のよみきかせの会は
おやすみです。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

　　　
ちょ ちょ」ちょ ちょ」

　 ず　　　 / とよたかずひこ
山啓一山

とよたかず
児山「記号ののののポケット図鑑」 / 児
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戸籍の窓
【令和3年2月1日～28日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
３
年
２
月
１
日
〜
28
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

三　

浦　

中
野　

昭
子　
　
　

二
万
円

便
ノ
山　

玉
津　
　

充　
　
　

五
万
円

相　

賀　

山
口　

邦
幸　
　
　

二
万
円

三　

浦　

中
野　

昭
子　
　
　

二
万
円

便
ノ
山　

玉
津　
　

充　
　
　

五
万
円

相　

賀　

山
口　

邦
幸　
　
　

二
万
円

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

 

保
護
者

東
長
島　

奥
田　

瑛
翔　

 

大
貴

東
長
島　

大
窪　

理
久　

 

香
織

上　

里　

森　
　
　

凪　

 

愛

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

長　

島　

東　
　

ゑ
み　

 （
92
歳
）

長　

島　

松
田　

啓
助　

 （
87
歳
）

三　

浦　

小
林　

光
子　

 （
84
歳
）

大　

原　

下
總　

い
く　

 （
88
歳
）

長　

島　

東　
　

春
雄　

 （
88
歳
）

海　

野　

井
谷
ひ
ろ
み 　
（
76
歳
）

長　

島　

大
西　

茂
子 　
（
72
歳
）

東
長
島　

水
谷　

幸　
　

 （
88
歳
）

長　

島　

鼎　
　

園
子　

 （
98
歳
）

島　

原　

大
西　

久
美　

 （
89
歳
）

相　

賀　

山
下　

正
行　

 （
82
歳
）

引
本
浦　

山
口
き
く
の　

 （
99
歳
）

便
ノ
山　

玉
津　

よ
み　

 （
96
歳
）

島
勝
浦　

垣
内　

清
和　

 （
76
歳
）

島
勝
浦　

太
田　

秀
文　

 （
74
歳
）

引
本
浦　

奥
村
ち
づ
か 　
（
93
歳
）

相　

賀　

中
西
い
ち
子 　
（
73
歳
）

小
山
浦　

川
端　

敏
男　

 （
82
歳
）

引
本
浦　

奥
村　
　

彭 　
（
83
歳
）

島
勝
浦　

小
山　

慶
子　

 （
82
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課　℡46-3117

　社会保険、労働保険、労働問題、年金などの
ご相談を無料でお受けします。

※相談時間は１名45分程度です。
【申し込み】三重働き方改革推進支援センター
　　　　　　　　　　　　　　℡0120-111-417
【問い合わせ】本庁商工観光課　℡46-3115

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次
の事業を一時休止します。
○自衛消防訓練
○各種救急講習
ご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
三重紀北消防組合消防本部総務課　℡22-2021

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

紀北教育会館
2階午後3時～5時30分

4月
21日（水）

日 程 時 間 場 所

午前10時～正午

午後1時～4時
本庁202会議室

2階
4月

22日（木）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

社会保険労務士無料相談
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（
令
和
3
年
3
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
15,224

人
　
　■
世
帯
数
：
7,998

世
帯

■
男
：
7,133

人
　
　
　
　女
：
8,091

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

　雨が降るたびに暖かくなり、大地の潤いに合わせて

草木のつぼみが膨らむと、春がより近くに感じられま

す。この日は一晩中降り続いた雨が上がり、朝日を迎

えるころ中里地区は春がすみに覆われ、幻想的な景色

が広がっていました。

やっぱりええやん ! きほく

令和 2年4月 3日生まれ

これからも元気いっぱい成長してね！　
生まれてきてくれて、ありがとう

＜島原＞辰浩・まり子さん

松井　あさちゃん
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